
 

 

 

 読解の基礎コース  

 
 
１．コースの目的 

短文の読みから徐々に長い単位の文章を読み取る練習をし、日本語文の読解力の基礎を養成する 
 

２．学習内容 

副詞的・接続詞的な機能を持つ語彙や句や文の構造（修飾関係）の理解、まとまった文章の内容把

握を行いながら長文を読む力をつける 
 

３．主な対象者 

日本語レベルは、初級修了程度で簡単な日本語の読み書きに支障のない人 
 

４．学習期間 

12ヶ月まで(期間内に修了しなかった場合は継続申請が可能) 

 

５．使用教材 

｢読解の基礎 上・下｣ 
補助教材：｢練習プリント｣｢例文翻訳集｣ 

 
 
６．学習プログラム概略 

以下12ヶ月の場合だが、受講者のペースで進める 
 

12 ｹ月 学習範囲 提出物 

１～３

ヶ月目 

第１回送付物：受講案内、テキスト「読解の基礎（上）」、読解練習プリント①、 

第１回課題（Ⅰ．副詞的表現） 

Ⅰ．副詞的表現 

 １．人の動作を表す副詞的表現 

 ２．人間の状態や物事の状態を表す副詞的表現 

 ３．時および頻度数量を表す副詞的表現 

 ４．その他の副詞的表現 

→★第１回課題 

（Ⅰ．副詞的表現） 

４～６ 

ヶ月目 

第２回送付物：読解例文翻訳集①、読解練習プリント②、第２回課題（Ⅱ．接続詞的表現） 

Ⅱ．接続詞的表現 

 １．文を論理的に接続する表現 

 ２．一つのことを広げて述べる時の表現 

 ３．複数のことを別々に述べる時の表現 

→★第２回課題 

（Ⅱ．接続詞的表現） 

７～９ 

ヶ月目 

第３回送付物：読解例文翻訳集②、テキスト「読解の基礎（下）」、読解練習プリント③、 

第３回課題（Ⅲ．文の構造） 

Ⅲ．文の構造（修飾関係） 

１．名詞＋の＋名詞     ５．名詞・文＋という＋名詞 

２．名詞＋助詞＋の＋名詞  ６．～ ＋「の」「こと」「もの」 

３．形容詞＋名詞      ７．被修飾部が形容詞・動詞の場合 

４．動詞＋名詞 

→★第３回課題 

（Ⅲ．文の構造） 

10～12 

ヶ月目 

第４回送付物：読解例文翻訳集③、読解練習プリント④、第４回課題（Ⅳ．内容把握） 

Ⅳ．内容把握 

 １．文章の内容を把握する 

 ２．文章の構成を把握する 

 ３．文章の要旨を捉える 
→★第４回課題 

（Ⅳ．内容把握） 

読解例文翻訳集④、修了証送付  

 

 



 

 

 

７．このコースのスクーリングの目的 

・テキストの文章が正確に読みとれているかを確認する 

 

８．このコースのスクーリングの留意点 

・このコースの目的はあくまでも文章の読解であり、日常会話力の向上ではないことを強調する。 

・受講者の多くは、日本語力全般の向上を目指して受講しているというのが現実で、講師の方々からも

｢日常会話ではあまり使わない語なので、常に会話練習をしないと忘れてしまう｣というご意見がある

が、このコースはもともとそれらの語彙を使えるようになることを目指してはいないので、コースの

目的を理解の上、語彙を使う練習ではなく、文章読解力の助けになるような練習方法を工夫する。 

 

９．スクーリングの流れと活動例（およそ２時間で計画した場合、以下の活動内容から取捨選択する） 

①オリエンテーション(初回のみ)：活動内容や頻度の説明、受講者が複数の場合は自己紹介など 

②直接指導 

 ａ．学習相談－１（現在の学習進度など状況把握を軽く行う） 

 ｂ．課題添削終了者には、添削課題を持参してもらい、結果へのアドバイスを行う 

   →結果の評価（努力の成果を認める方向で）や間違った箇所の確認、注意点に対する意識化 

 ｃ．課題未提出の場合、学習した範囲の定着度をチェックする(｢まとめの問題｣或いは｢練習問題｣か

らの抜粋問題) 

オプションｄ．ポイントとなる解説(副詞的表現、接続詞的表現、文の構造(修飾関係)、内容把握) 

ｅ．学習内容に関する質問受け 

 ｆ．学習相談－２（学習方法アドバイス､今後の学習計画について話し合い､次回までの目標設定） 

③間接指導（自習） 

以下は、講師が他の受講者に対応している間に受講者が行う課題の例 

ａ．受講者が教材を使って行う課題 

・語彙カードを作る（裏面に中国語訳をつける） 

・文中の例文でカードを作る（裏面に中国語訳をつける） 

・｢例文翻訳集｣から和文中訳問題を作成する 

・練習問題で間違った問題をノートに写し、ウィークポイントの問題を再構成する 

ｂ．講師が教材から作る課題 

・学習した範囲の例文の中から和文中訳問題や読みとり問題を作成する (当コース資料②)参照 

・学習した範囲の練習問題から間違った箇所を抜粋して、チェック用の問題を作成する 

・｢例文翻訳集｣から和文中訳の練習問題を作成する 
 

※このコースは読解が目的ですので、語彙の穴埋め問題のような再生問題や中国語から日本語に翻訳す

る問題は趣旨からいって本来相応しくありません(テキスト中に含まれる再生問題は選択に迷わない

ような選択肢にしてあります)。自習課題には再生問題や中→日の翻訳題を課されないようお願いいた

します。 
 



 

 

 

10．スクーリング実施状況報告から 活動事例など 

● 提示語彙を用いた作文練習は？ 

作文をさせることは語彙の使い分けの力まで要求することになります。しかし、もともとの目的ではな

い上に、使い分けは読み取りよりも難しいものです。このコースでは作文をさせるのではなく、その語彙

を用いた例文(テキスト中の練習問題や練習プリントの例文に正解を入れた文など)を作っていただいて

受講者に提示し、この語彙が文中にあることによってどんなニュアンスになるかを読みとらせるなどの読

解練習などが考えられます。(実は、テキスト中の練習問題にも語彙の使い分けをさせる形式のものが含

まれていますが、これらは使い分けで迷わないような選択肢を提示してあります。) 

 

・自学できる人で、スクーリングを効果的に利用している。しかし、自学自習するための道具が不十分な

こと（必要な辞書を持っていない）、わからない部分をわかるための構文の分析力や類推力がまだみに

ついていないので、以下の活動を行った。 

   ①くろしお出版「文型辞典」を紹介。一つの文型を使った文例を示しながら講師から日本語で説明

を聞き意味を想像する。その後日中辞典で確認。 

②文意の取り方：わからない部分がある場合の類推方法を紹介。 

    →主述関係を探す 

    →修飾関係を考える 

    →わかっている部分からわからない言葉の当たりをつける 

 

 

◆＊◆＊◆ 資料 ◆＊◆＊◆ 

 

１．テキスト｢読解の基礎 上｣抜粋（資料①） 

２．提出課題 添削例（資料②） 

３．｢例文翻訳集｣抜粋（資料③） 

４．自習課題の例（資料④） 

 



 

 

 

１
．
名
詞
＋
の
＋
名
詞 

 
 

俐
蔑
兆
簡
議
囂
鞘
恷
酒
汽
議
頁
「
厘
議
慕
」
宸
劔
議
參｢

の｣

栖
銭
俊
鞘
徨
議
侘
塀
。
壓
云
嫗
准

嶄
厘
断
栖
心
心
淫
根｢

兆
簡
＋
の
＋
兆
簡｣

議
鞘
徨
。｢

の｣

児
云
貧
㌢
輝
噐
査
囂
議｢

議｣

、
徽
頁
屎
泌

査
囂
戦
議｢

厘
社｣
才｢
姚
弌
議
塁
徨｣

壓
晩
囂
嶄
撹
葎｢

私
の
う
ち｣

才｢

狭
い
部
屋｣

、
嗤
乂
鞘
徨
壓
査

囂
嶄
音
聞
喘｢

議｣

、
遇
壓
晩
囂
嶄
抜
俶
聞
喘｢

の｣

、
珊
嗤
議
秤
侘
夸
屎
嚥
緩
㌢
郡
。 

① 

私
と
弟
の
車
は
今
、
人
に
貸
し
て
い
ま
す
。 

② 

友
だ
ち
の
田
中
さ
ん
な
ら
そ
の
仕
事
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

★
①
嶄｢

の｣

燕
幣
厘
才
宮
宮
侭
啜
嗤
議
概
。
②
嶄
議｢

の｣

嚥
①
音
揖
、
云
鞘
嶄
議｢

友
だ
ち｣

峺
祥

頁｢

田
中
さ
ん｣

。 

③ 

日
本
の
大
き
さ
は
雲
南
省
の
大
き
さ
と
だ
い
た
い
同
じ
で
す
。 

④ 

７
時
に
駅
の
西
口
交
番
の
前
の
噴
水
の
と
こ
ろ
で
待
ち
合
わ
せ
し
ま
し
ょ
う
か
。 

【
練
習
問
題
１
】
径
孚
貧
中
議
箭
猟
、
壓
和
中
光
鞘
嶄
俐
蔑   
何
蛍
簡
鞘
議
撹
蛍
鮫
貧
㌔
。 

① 

私
の
叔
父
の
山
田
太
郎
は
プ
ロ
野
球
の
選
手
だ
。 

② 

日
本
で
い
ち
ば
ん
長
い
川
の
長
さ
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。 

③ 

駅
の
東
側
の
あ
の
建
物
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
な
る
ん
で
す
っ
て
ね
。 

④ 

新
聞
の
発
行
部
数
で
、
あ
る
程
度
は
そ
の
国
の
国
民
の
教
育
の
程
度
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

⑤ 

運
転
免
許
の
区
分
は
、
第
一
種
運
転
免
許
、
第
二
種
運
転
免
許
、
仮
免
許
の
３
種
に
区
分
さ
れ
る
。 

⑥ 

明
日
は
兄
と
私
の
車
で
出
か
け
ま
し
ょ
う
。 

 

１
．
名
詞
＋
の
＋
名
詞 

  

名
詞
に
か
か
る
語
句
で
い
ち
ば
ん
単
純
な
形
は｢

私
の
本｣

の
よ
う
に｢

の｣

で
語
を
つ
な
ぐ
形
で
す
ね
。
こ
の
節
で
は｢

名

詞
＋
の
＋
名
詞｣

を
含
む
文
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。｢

の｣

は

概
ね
中
国
語
の｢

的｣

に
相
当
し
ま
す
が
、
た
と
え
ば
中
国
語

の｢

我
家｣

は｢

私
の
う
ち｣

、｢

窄
小
的
屋
子｣

は｢

狭
い
部
屋｣

と
い
う
よ
う
に
、
中
国
語
で
は｢

的｣

を
使
わ
な
い
が
日
本
語

で
は｢

の｣

を
使
う
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
と
い
う
文
も
あ
り
ま

す
ね
。 

 

★ 

①
の｢

の｣

は
私
と
弟
の
持
っ
て
い
る
車
を
表
し
ま
す
が
、

②
の｢

の｣

は
①
の｢

の｣

と
異
な
り
、｢

友
だ
ち｣

＝｢

田
中
さ

ん｣

を
表
し
ま
す
。 

   

右
の
例
に
な
ら
っ
て
次
の
文
中
の 

 

部
分
に
か
か
る
句
に

傍
線
を
引
け
。 

   

右
の
例
に
な
ら
っ
て
次
の
文
中
の 

 

部
分
に
か
か
る
句
に
傍
線
を
引
け
。 

（資料①） 



 

 

 

（資料②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（資料③） 

 読解①（副詞的表現）  例文翻訳集  

 

１．人間の動作を表す副詞的表現 

 

 がつがつ 

  ①がつがつ食
た

べるのは、みっともないからよしなさい。（艶椎劔税楊拶冓仇郭叫廉，卿繁。） 

  ②最
さい

近
きん

の若
わか

い人
ひと

たちのがつがつ食
た

べる 姿
すがた

には 驚
おどろ

く。 

（恷除議定煤繁椎嶽税楊拶冓議郭㌢，糞壓斑繁郭妾。） 

  ③金
きん

銭
せん

にがつがつするな。（音勣狛蛍洞夕熱夏。） 

 ちびちび 

  ①先
せん

輩
ぱい

はお酒
さけ

をちびちび飲
の

みながら、よく愚
ぐ

痴
ち

を言
い

う。 

（曳厘枠垢恬議揖並，匯円匯泣匯泣仇哉彭焼，匯円音唯仇窟昔彦。） 

  ②貯
た

め込
こ

んだ金
かね

をちびちびと使
つか

って暮
く

らす。 

（繍持壗和栖議熱，匯泣匯泣仇雑，徙徙聾聾仇狛晩徨。） 

 もりもり 

  ①最
さい

近
きん

若
わか

い頃
ころ

のように、もりもり食
た

べられなくなった。 

（恷除音℡定煤議扮昨，郭誼短椎担謹阻。） 

  ②もりもり食
た

べて運
うん

動
どう

すれば、元
げん

気
き

になりますよ。（郭挫，壅紗貧塰強，祥氏挫軟栖議。） 

  ③ 林
はやし

さんは希
き

望
ぼう

部
ぶ

署
しょ

に移
うつ

ってから、もりもり仕
し

事
ごと

をこなしている。 

（爽枠伏徭貫距欺麿㌫肇議汽了岻朔，娼薦履腹仇恂彭垢恬。） 

 さっさと 

  ①今日
きょう

は歯
は

医
い

者
しゃ

に行
い

くので、さっさと仕
し

事
ごと

を片
かた

づけて帰
かえ

るつもりだ。 

（書爺勣肇心兩掛，侭參嬉麻枯酔委垢恬芦禽挫壅恠。） 

  ②彼
かれ

は 入
にゅう

社
しゃ

１年
ねん

で、さっさと会
かい

社
しゃ

を辞
や

めてしまった。（麿嘉垢恬阻匯定祥委巷望看渠阻。） 

 てきぱき 

  ①彼
かの

女
じょ

は新
しん

人
じん

だが、てきぱきと仕
し

事
ごと

を片
かた

づける。（慢埋傍頁倖仟返，孤軟垢恬栖抜載醍旋。） 

  ②てきぱき応
おう

答
とう

できない人
ひと

は、窓
まど

口
ぐち

業
ぎょう

務
む

には合
あ

わない。 

（音嬬斤基泌送議繁，音栽癖恂徂儂完笥議垢恬。） 

 ともに 

  ①友
ゆう

人
じん

とともに高
こう

校
こう

時
じ

代
だい

の恩
おん

師
し

を訪
たず

ねた。（才涛嗔匯軟肇維恵阻互嶄扮旗議寓弗。） 

  ②女
じょ

性
せい

のライフスタイルの変
へん

化
か

とともに、 消
しょう

費
ひ

行
こう

動
どう

も変
へん

化
か

している。 

（昧彭溺來伏試圭塀議延晒，慢断議㍾継佩強匆壓軟彭延晒。） 

 せっかく 

  ①せっかく大
だい

学
がく

に入
はい

ったんだから、一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

勉
べん

強
きょう

しようと思
おも

います。 

（挫音否叟貧寄僥阻，㌫挫挫喘孔僥楼。） 



 

 

 

（資料④） 

 

読解の基礎：間接課題ｐ１～13 

 

【問題】下線のことばの意味として、最も適当なものを{  }の中から選び、その記号を○で囲み

なさい。 

 

 練習プリント①  

読解の基礎上①（P.1 ｰ 6） 

 

１．彼女は、てきぱき{ ａ醍旋  ｂ匯倖匠隅  ｃ娼薦履腹  ｄ把把 }と料理をして、 

あっという間に一品作ってしまった。 

 

２． 最近、公園の辺りを怪しい人物が用事もないのにうろうろ{ ａ挫音否叟  ｂ匯軟  ｃ吐参  

ｄ把把仇 }している。 

 

 練習プリント②  

読解の基礎上①（P.1 ｰ 6） 

１．冬が近くなると冬眠するりすは せっせと｛ a. 把把仇 b. 匯倖匠隅仇 c.廬栖廬肇 ｝木の

実を巣に運ぶ。 

 

２．「区役所行くなら、ついでに｛ a. 乏宴 b. 悳岻 c. 揖扮 ｝、私の住民票も取ってきて」 

 

３．せっかく｛ a. 醍旋 b. 挫音否叟 c. 把把仇 ｝試験のために徹夜したのに、高熱が出て学

校を休んだ。 

 

 練習プリント③  

読解の基礎上①（P.7 ｰ 13） 

１．姉は１０年ぶりの同窓会に、おしゃれをしていそいそ｛ａ．竃舞 ｂ．佶喝喝 ｃ．号号裳

裳 ｝と出かけた。 

 

２．一人暮らしを始めて、母のありがたさをひしひしと｛ａ．侮侮仇 ｂ．佶喝喝議 ｃ．⑪广

仇 ｝感じる。 

 

 

 


